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あなたもできる火災予防

ふれあい消防119

コロナ禍の中、巣籠もり生活で電気の使用が増え、
電気配線からの出火が増加しています。
今こそ自宅の電気配線の再点検を！！

『電気配線からの火災に注意』
　電気配線からの火災は、季節
を問わず発生しています。本組
合管内で電気製品やコードから
出火した火災は2020年中に９件、
2021年は６月までに15件（前年
比９件増加）発生しました。コロ
ナ禍で自宅での電気製品の使用頻
度の高まりにより火災が増加して
いる傾向があります。身の回りの
電気製品、電気配線を点検し、火
災を未然に防ぎましょう。

■主な電気火災の内容■
・�過電流（たこ足配線はやめて許
容電流に注意！）
　コンセントや延長コード（テー
ブルタップ）には定格容量（許容電
流）が決まっています。
　たこ足配線などにより、定格容
量を超えて一度に多くの電気機器
を使用し続けると、過電流が流れ、
発熱して出火する恐れがあります。
　電気機器の消費電力、コンセン
トや延長コードの許容電流を確認
し、定格容量内で使用しましょう。

ん等の下に敷いた状態で使用する
と、コードの熱が放散されずらく
なり過熱して出火する恐れがあり
ます。

・�短絡（ショート）（配線の劣化や
傷に注意！）
　電気コードの配線が劣化したり、
傷がつくことなどにより、配線の
両極が直接電気的に結ばれてしま
うと短絡（ショート）を起こして、
出火する恐れがあります。

・�素人工事による出火（電気工事
は専門業者に任せましょう！）
　素人配線工事は絶対にやめま
しょう。配線の接続不良などによ
り出火してしまう恐れがあります。

・�安全基準に適合した電気機器、
コードを使用する。
　 （PSEマークが目印）

　各メーカーなども交換の目安を
「３年から５年」としているほか、
それより前でも「タップが熱い」
「抜き差しが緩い」などの異常があ
れば交換を推奨しています。

・�接触部過熱（コンセントのゆる
みやプラグのぐらつきに注意！）
　配線または電気機器の接続部が
ゆるむと接触抵抗が増加して発熱
し出火する恐れがあります。また、
プラグの差込みが不十分な場合に
も、プラグがはずれかけて接触面
の電気抵抗が増加し発熱する恐れ
があるので、プラグはしっかりとコ
ンセントに差し込みましょう。

・�半断線（コードのひっぱり、折れ、
挟み込みに注意！）
　コードや配線がひっぱられた
り、折れたり、踏まれたり、挟ま
れたりすることにより、配線の中
の一部が切断状態（半断線）になり、
残った部分に負荷がかかり発熱し
出火する恐れがあります。

・�コードを束ねること等による過
熱（束ねたり、巻くと熱がたま
るので注意！）
　コードを束ねたままや、じゅうた
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製品の交換目安は３年～５年
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